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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

６
月
２
３
日 

議
会
。
東
京
都
議
選
告
示
、
ソ
ー
ラ
ー
対
策

会
議 

２
４
日 

河
西
後
援
会
磯
遊
び
、
生
活
相
談 

２
５
日 

全
県
活
会 

２
６
日 

議
会
、
河
西
事
務
所
無
料
生
活
相
談 

 
 

女
性
後
援
会
世
話
人
会
、
障
害
者
対
策
会 

２
７
日 

常
任
委
員
会 

 
 

２
８
日 

予
備
日 

 
 

２
９
日 

議
会
、
市
駅
前
事
務
所
無
料
生
活
相
談 

 

画
さ
れ
て
い
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

に
つ
い
て
、
具
体
化
さ
れ
た
場
合
、
千
手
川

川
の
水
の
流
れ
を
含
め
複
合
影
響
が
予
測

さ
れ
る
。
準
備
書
の
作
成
時
に
複
合
的
な
環

環
境
影
響
に
係
る
予
測
を
行
う
こ
と
、
和
歌

山
市
長
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
」
等
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
市
長

長
は
「
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
答 

弁
し
ま
し
た
。 

 

「
県
の
環
境
影
響
調
査
の
対
象
面
積 

を
縮
小
す
る
よ
う
県
に
意
見
を
言
っ
て 

も
ら
い
た
い
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、 

「
地
域
開
発
の
許
可
基
準
に
よ
り
適
切 

に
判
断
し
て
い
る
」、「
今
後
も
命
最
優 

先
に
防
災
や
環
響
保
全
の
観
点
か
ら
関 

係
市
長
の
意
見
と
し
て
県
に
申
し
入
れ 

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
ご
一 

緒
に
建
設
反
対
の
立
場
で
頑
張
っ
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

 

政
局
は
１
４
日
夜
か
ら
徹
夜
で
共
謀
罪
法
案
を
「
テ
ロ

対
策
だ
」
と
偽
り
、
審
議
も
公
明
党
の
強
い
意
向
で
打
ち

切
り
、
委
員
会
採
決
抜
き
で
本
会
議
「
中
間
報
告
」
で
強

行
採
決
。
人
権
侵
害
、
「
監
視
社
会
化
」
を
め
ざ
す
共
謀

罪
成
立
で
１
３
年
の
秘
密
保
護
法
、
１
５
年
の
安
保
法
制

（
戦
争
法
）
に
続
き
。
残
る
は
２
０
年
に
憲
法
９
条
改
憲

で
恐
る
べ
き
独
裁
国
家
が
完
成
。
だ
が
わ
ざ
わ
ざ
徹
夜
し

て
空
前
の
禁
じ
手
で
国
会
閉
幕
は
、
共
謀
罪
も
学
園
問
題

も
こ
れ
以
上
の
審
議
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
か
ら
で
し
た
。 

加
計
学
園
問
題
で
文
科
省
再
調
査
は
「
総
理
の
ご
意

向
」
な
ど
と
言
う
文
書
は
見
つ
か
っ
た
が
、
い
っ
た
い
誰

が
指
示
し
た
か
は
拒
否
。
否
定
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
内
閣
府

の
萩
生
田
官
房
副
長
官
ら
複
数
幹
部
の
疑
い
が
濃
厚
。
ア

ベ
首
相
は
、
悪
辣
な
法
律
や
お
友
達
の
た
め
な
ら
憲
法
も

国
会
も
無
視
し
昭
恵
夫
人
に
さ
え
５
人
の
〝
秘
書
″
を

付
け
国
政
私
物
化
へ
貢
献
さ
せ
ま
し
た
。 

新
聞
・
テ
レ
ビ
７
社
の
内
閣
支
持
率
は
揃
っ
て
大
幅
下

落
、
３
社
は
支
持
率
が
危
険
水
域
の
３
０
％
台
で
「
不
支

持
」
と
逆
転
。
加
計
問
題
で
は
７
割
が
「
納
得
で
き
な
い
」

で
「
納
得
で
き
る
」
は
１
～
２
割
で
す
。
ア
ベ
首
相
は
１９

日
夕
４０
分
も
テ
レ
ビ
会
見
。「
印
象
操
作
の
よ
う
な
議
論

に
つ
い
強
い
口
調
で
反
応
し
て
し
ま
っ
た
」
と
言
い
訳
。

「
反
省
す
る
と
き
に
人
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と

小
池
晃
党
書
記
局
長
が
反
論
。
さ
あ
ア
ベ
政
権
打
倒
へ
、

日
本
政
治
の
前
途
が
か
か
る
東
京
都
議
選
で
の
勝
利
が

大
事
で
す
。
ぜ
ひ
ご
支
援
下
さ
い
。 

（
編
集
室
） 

 

６月１８日市田参院議員（副委員長）を迎えてメガソーラーの現地視察。 

原衆院１区候補、南畑市議、近畿ブロック事務所副所長の林さん、佐々木秘

書が参加。住民の会のみなさんたちと懇談後、現地へ紀ノ川堤防よりメガソ

ーラー計画地を見ました。（立っているのが奥村、その左が市田さん） 

 

 

６
月
議
会
の
真
っ
最
中
で
す
。
私
、
奥
村
の
り

子
は
、
先
日
の
本
会
議
で
福
祉
環
境
委
員
会
の
委

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
任
期
は
１
年
で

す
。
日
本
共
産
党
の
議
員
が
委
員
長
に
な
る
の
は

２
０
年
近
く
前
の
前
県
会
議
員
の
村
岡
キ
ミ
子

さ
ん
以
来
だ
そ
う
で
す
。
大
変
緊
張
し
て
い
ま

す
。 

 

ア
ベ
政
権
の
も
と
で
社
会
保
障
制
度
の
改
悪

を
す
す
め
る
下
で
県
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
県
の
役
割
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
森
を
壊
し
て
太
陽
光
発
電
所
を
建
設  

す
る
問
題
も
起
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
の
議
論

を
活
発
に
し
て
県
民
の
保
健
・
衛
生
行
政
の
発
展

と
環
境
行
政
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 （

奥
村
の
り
子
） 

６月１８日、メガソーラー計画

隣接地域の方々と党・市田忠義

副委員長（右から５人目）  

 

 

六
十
谷
駅
の
そ
ば
を
流
れ
る
千
手
川 

を
挟
ん
で
計
画
さ
れ
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー 

ラ
ー
に
つ
い
て
、
西
側
は
７
４.

３
㏊
、 

環
境
影
響
調
査
の
対
象
外
で
す
。
現
在
、 

和
歌
山
市
は
林
地
開
発
の
事
前
申
請
の 

中
で
県
に
意
見
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

市
の
耕
地
課
は
、「
地
元
水
利
組
合
の 

了
解
を
得
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。 

私
の
「『
了
解
を
得
る
こ
と
』
と
い
う 

こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
な
の
か
」
の 

質
問
に
、
市
は
「
了
解
は
不
可
欠
」
と 

答
弁
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
環
境
影
響
調
査
対
象
の
計
画 

に
つ
い
て
、
県
か
ら
事
業
者
に
意
見
が 

提
出
さ
れ
た
。
意
見
の
全
般
的
事
項
に 

は
「
適
地
性
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う 

こ
と
。
具
体
的
な
事
業
計
画
を
策
定
し 

た
上
で
、
環
境
影
響
評
価
の
手
法
を
見 

直
す
こ
と
。
そ
れ
が
出
来
な
い
場
合
は 

事
業
実
施
区
域
の
位
置
及
び
規
模
の
変 

更
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
対
岸
に
計 

 

 


